～　パネリスト＆進行役のプロフィール　～
～パネリスト～
根来祐（ねごろゆう）

　1972年生まれ。映像作家。市民メディアセンター「MeriR」で映像制作ワークショップや映像制作者の為の批評会のファシリテーターをつとめる。摂食障害を経験したことから自助グループにつながり、フェミニズムやメンタルヘルス問題に興味を持つ。キャバクラとクラブでの仕事を経て女性の労働運動や貧困問題に関わる.。
ボブリース　リナ
１９７４年生まれ。パリとニューヨークでティーン時代を過ごしアフリカからアジアまで世界中旅行を経験。ニューヨークをメインにファッション業界で勤務後、２００９年４月東京へプラダジャパンリテールオペレーション統括部長として着任。入社２週間後からの女性差別、セクハラ問題、強制販売、不正会計、不当人事問題により入社半年後、東京地裁で提訴。プラダ事件をきっかけに日本の社会問題や働く女性の現状を知る。２０１０年９月に国連本部ジュネーブ訪問し日本女性の労働状況を報告。２００９年１２月上智大学と昭和女子大学にて働く女性としてのポジティブ思考と独立心の大切さについて大学生を中心に講演。 現在、ブリテリィッシュスクールオブ東京PTA副会長と東京＆横浜インターナショナルスクール統括PTA役員。国際教育の大切さと健康的な教育を広げるため、新しいコンセプトの幼児教育を企画中。
屋嘉比ふみ子（やかびふみこ）
1981年（株）京ガス入社。26年間正社員で勤務し、2007年、倒産争議で失職。同じ職場で二度解雇される。1987年、日本初の女性ユニオン・おんな労働組合（関西）の結成に参加、コミュニティ・ユニオン全国ネットワークで活動。1998年、男女賃金差別裁判を京都地裁に提訴し、同一価値労働同一賃金を実質的に認定した勝利判決を得る。均等待遇アクション２１、働く女性の人権センターいこる、働く女性の全国センター（ACW2）等で活動しつつ、現在PECO代表。　　　　　http://www7b.biglobe.ne.jp/~peco09/
～進行役～
田中かず子
国際基督教大学で社会学担当。ジェンダー・セクシュアリティ研究のコーディネータ。お茶の水女子大学を７１年に卒業後、味の素（株）に就職。１９７２年に渡米、シカゴの日本語学校補習校で教えながら、ジェトロ・シカゴ事務所に秘書として勤務。８０年にアイオワ大学大学院社会学科に進学し、８８年博士号を取得して帰国。１９８９年より国際基督教大学の専任教員。女性ユニオン東京組合員、サポートハウスじょむ副代表理事、ＡＣＷ２事務局次長。
